
 

 

 

 

一帯一路と中国の皇帝 
(中国の統治の歴史) 

 
 

（1月のごあいさつ） 

平成 30年 1月 1日（月） 

 

陳舜臣先生の中国の歴史を読み終えた。史記や三国志や十八史略も併読しな

がら、最後は習近平の全地球的経済発展戦略(一帯一路)にも目を通した。 

中国の歴史を見て、皇帝(強力な指導者)には二つのスタイルがあるように思

う。それは、中国という大国を統治することに主眼を置いた皇帝と国際的な視

野で中国を拡大した皇帝である。 

 

中国を統治した皇帝の第一は、言うまでもなく、秦の始皇帝である。春秋・

戦国の諸侯や英雄が並立する時代を、歴史上初めて一つの中国にまとめた英雄

は始皇帝である。次に秦の短い統治を反省し、四百年間の漢の時代を開いたの

は、楚の項羽を下し漢を建国した高祖劉邦であった。その後再び分裂した中国

を統一したのは隋であり、隋を継いだ唐である。蒙古による異民族支配に取っ

てかわり、漢人の政権を打ちたてたのは、明の洪武帝朱元璋であった。時を経

て現在の中国を統一した指導者は毛沢東である。これらの強力な皇帝は中国と

いう大国を一つにまとめた。 

 

これらの皇帝に対し、中国の外に目を向け、国際性を目指した皇帝がある。

その第一は漢の武帝である。高祖、文帝の国内の蓄積を活用し、匈奴を撲滅す

るという戦略の下に、遠くローマまでのシルクロードを開いた武帝は、中国を

一気に世界帝国へと飛翔させた。武帝の後も唐の都長安は玄宗の盛唐時代を中

心に国際的都市であった。その後、帝国の版図拡大に努めた皇帝は元の成祖フ

ビライであり、シルクロードを経由した東西の往来は軌道に乗り、国都大都(北

京)には東方見聞録を著わしたマルコポーロも訪れている。明の永楽帝は韃靼

を討ち、鄭和を南海、遠くアフリカまで派遣して諸国を従わせた。 

 

2014年 11月、中国で開催されたアジア太平洋経済協力首脳会議で、習近平

総書記は、中国西部から中央アジアを経由してヨーロッパへつながる「シルク

ロード経済ベルト」(一帯)と中国沿岸部から東南アジア、アラビア半島、アフ

リカ東岸を結ぶ「21世紀海上シルクロード」(一路)の二つの地域を中心に世界

経済圏構想を提唱した。そして、その実現へ向けたアジアインフラ投資銀行

(AIIB)やシルクロード基金の創設などの諸政策は顕在化しつつある。 

他国の内政に干渉せず、体制モデルを押し付けないこの戦略は、従来のアメ

リカによる軍事的リーダーシップとは一味違う、世界の経済的繁栄を主眼とし

た考え方であり一目に価する。 


